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学 位 論 文 内 容 の 要 冒
目的 :単純CTとFDG/PETで全身を検索後､続けて造影CTを行う造影PET/CTの肝癌
診療における有用性を､鑑別診断､進展度評価､治療効果判定と再発診断について検討し
た｡
方法 :108例の肝癌患者と41例の肺癌以外の肺底疾患者を対象に造影PET/CTを行った｡
結果:鑑別診断では､FDGの集積を表すSUVmaxは良悪性疾患で重なりがあり､SUVmax
による揮腫癌の良悪性の鑑別は困難であった｡進展度評価では､造影PET/CTで術前診断
をした勝癌 31例で術後の病理診断と比較した.造影PET/CTの正診率は､局所進展(T因
千)は大部分の項目で80%以上であった｡遠隔転移(M因子)も94%と高かったが､リンパ節
転移(N因子)は42%と低かった｡治療効果判定では､SUVmaxと腫癌径､CA19･9の変動
率に有意な相関を認め､SUVmaxは効果判定の有用な指標になると考えられた｡再発診断
では､造影PET/CTで11例の術後再発を診断したが､腹部造影CTでは7例であった｡
結論 :造影PET/CTは､肺癌診療において有用である.
論 文 審 査 結 果 の 要 冒
本研究は､単純cTと造影FDG/PETの障癌診療における有用性を､108例の肺癌患者と
41例の膵癌以外の謄腫疾患者を対象に検討したものである｡造影PET/CTの正診率は､リ
ンパ節転移(N)は42%と低かったが､局所進展(T)では80%以上､遠隔転移(M)は94%と
高率であった｡治療効果判定では､SUVmaxが効果判定の有用な指標となり､再発診断率
も高かった｡造影PET/CTが肺癌診療において有用であることを示した価値ある業績と判
断される｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
